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本機について

本機の特長

本機は、レーザー光を活用した箔押しプリンターです。箔を使ってイラストや文字を印刷することで、プ
ラスチック製品等に高級感のある加飾ができます。
印刷データは、専用のソフトウェアで手軽に作成できます。

各部の名称

本体

電源コネクター

USBコネクター

カバー

ヘッド

ベーステーブル

ヘッドユニット
電源／移動ボタン

レーザーポインター

ロックレバー
レーザーユニット
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ヘッド

レンズから照射されるレーザー光により、材料に箔を転写します。レンズは消耗部品のため、適切な
時期に交換してください。

 " P.50  " レンズの寿命を確認する "

レンズ

材料固定具

材料固定枠

厚みのある材料をはさんで固定します。材料の幅に合わせて、固定する向きを変えられます。

ノブ（大）

かさ上げテーブル

ベーステーブルの上に設置し、薄い材料でも印刷できるように高さをかさ上げします。

ヘッド検出穴

本機について
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光吸収フィルム

光吸収フィルムにレーザー光を当てることで、光を熱に変換します。裏と表を間違えると、熱に変換できず、
印刷されませんのでご注意ください。詳細は、P.51  " 光吸収フィルムを交換する " をご覧ください。

この熱により、箔を材料に転写します。

A
A 材料

レーザー光

箔

光吸収フィルム

フィルムフレーム

裏面に貼ってある粘着シートで、光吸収フィルムを固定します。

フィルムフレーム

本機について
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ヘッド検出用治具

ヘッドを検出するための治具です。高いものと低いものの 2 種類あります。材料の厚さに合わせて使い
わけてください。

本機について
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基本操作

電源をオンにする

手順

［電源／移動］ボタンを押す。
ヘッドが左奥の位置に移動し、電源／移動ボタンのランプが点灯します。この動作を初期動作と呼び
ます。

ご注意：電源ランプが点滅したままの場合

初期動作エラーです。下記を参照してエラー対策をしてから再度、［電源／移動］ボタンを押してください。
 " P.88  "「電源／移動」ボタンが点滅している "

電源をオフにする

手順

［電源／移動］ボタンを１秒以上押し続ける。

ランプが消灯し、電源がオフになります。
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ソフトウェアを起動する

Windows 10 の場合

1 ［ スタート ］ボタンをクリックする。

2 ［ 使用したいソフトウェア名 ］の［ 使用したいソフトウェア名 ］アイコンをクリックする。

Windows 8.1 の場合

1 ［ スタート ］画面の  をクリックする。
2 アプリ画面から［ 使用したいソフト名 ］アイコンをクリックする。

Windows 7 の場合

1 ［ スタート ］ボタンをクリックする。

2 ［ すべてのプログラム ］（または［ プログラム ］） をクリックする。

3 ［ 使用したいソフトウェア名 ］の［ 使用したいソフトウェア名 ］アイコンをクリックする。

ソフトウェアのヘルプを表示する

ソフトウェアを起動し、メニューから「ヘルプ」–「目次」の順にクリックする。
 " P.10 「ソフトウェアを起動する」

基本操作
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印刷の流れを確認する

P.16.."METAZAStudio.の出力先を設定する "

本機の電源をオンにして、コンピューターの出力先に指定しておきます。

P.17.." 材料を用意する "

印刷する材料には、材質や厚みなどのいくつかの条件がありますので、確認してください。

P.20.." 材料をセットする（材料厚さ：0～ 26 ｍｍの場合）"

P.22.." 材料をセットする（材料厚さ：24～ 50 ｍｍの場合）"

P.26.." 材料をセットする（材料厚さ：50～ 216 ｍｍの場合）"

材料を本機にセットします。

P.32.." 印刷データの作成 "

METAZAStudio を使用してデータを作成します。

P.39.." 印刷 "

METAZAStudio から印刷データを出力します。

印刷前の準備
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METAZAStudio.を起動する

Windows 10 の場合

1 ［ スタート ］ボタンをクリックする。

2 ［ Roland METAZAStudio ］の［ METAZAStudio ］アイコンをクリックする。

Windows 8.1 の場合

1 ［ スタート ］画面の  をクリックする。
2 アプリ画面から［ METAZAStudio ］アイコンをクリックする。

Windows 7 の場合

1 ［ スタート ］ボタンをクリックする。

2 ［ すべてのプログラム ］（または［ プログラム ］）を クリックする。

3 ［ Roland METAZAStudio ］の［ METAZAStudio ］アイコンをクリックする。

METAZAStudio が起動します。

印刷前の準備

13第 2 章　印刷



METAZAStudio 画面

番号 名称 機能概要

1 メニューバー
METAZAStudio のさまざまなコマンドを実行します。

 " METAZAStudio ヘルプ（「コマンド解説」）

2 ツールバー
ツールバーには、〔材料〕や〔開く〕など METAZAStudio のコマンドを実行する
ためのボタンが用意されています。

 " METAZAStudio ヘルプ（「コマンド解説」＞「ツールバーのボタン」）

3 ページ送りバー

差し込み枠にデータを挿入したとき、画面に表示するページ（レコード）を指定
します。バリアブル印刷のときに使用します。

 " P.77  " バリアブル印刷用のデータを作成する "

 " METAZAStudio ヘルプ（「ヒントとテクニック」＞「バリアブル印刷をする」）

4 ステータスバー

カーソルの現在位置／図形情報／グリッドの間隔／表示倍率を表示します。ツー
ルバーのボタンにマウスポインターを置いたときや、メニューのコマンドをポイ
ントしたときは、その簡単な解説がステータスバーの左端に表示されます。

カーソルの現在位置
現在のカーソルの位置を表示します。画面の中央（中
心線の交わった位置）が（0 、0）の位置です。

図形情報

画面上に配置したオブジェクト（画像／文字／図形）
をクリックすると表示されます。現在の図形の中心位
置と、大きさが下図のように表示されます。

グリッドの間隔
グリッドの間隔を表示します。この表示上をクリック
すると、グリッド表示に関するメニューが表示されま
す。

表示倍率
現在の画面の表示倍率を表示します。この表示上をク
リックすると、表示倍率を変更できるメニューが表示
されます。

印刷前の準備
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11

番
号 名称 機能概要

5 ワークエリア
レーザーの可動領域です。LD Driver で設定されているワークサイズが示され
ています。

 " P.84  " ドライバーの基本設定を変更する "

6 LP 移動可能エリア この範囲内で、レーザーポインターを移動できます。

7 LP 移動不可エリア
ここには、レーザーポインターを移動しないでください。移動しようとすると、
意図しない位置でレーザーが照射されてしまうことがあります。

8 中心線 画面の縦方向、横方向の中心位置をそれぞれ表します。

9 グリッド
ワークエリアに表示されている格子線のことです。画像や文字の位置を合わ
せるときの目安にします。

0 余白

ワークエリアの端から内側にとられる、印刷されない空白領域です。
METAZAStudio インストール時は 2 ｍｍに設定されています。余白の大きさは、

［ファイル］メニューの［環境設定］で変更できます。

 " P.32  "Step 1：印刷データ作成の準備をする "

A ヘッド検出位置
画面内を操作して、本機に取り付けた位置と同じ位置にヘッド検出用治具を
表示させてください（左奥 / 右手前）。

 " P.40  " 印刷する "

印刷前の準備
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METAZAStudio.の出力先を設定する

手順

A 本機の電源をオンにする。

 " P.9  " 電源をオンにする "

B METAZAStudio を起動する。

 " P.13  "METAZAStudio を起動する "

C ［ファイル］ – ［プリンターの設定］ をクリックする。

「プリンターの設定」 画面が開きます。

D 出力先のプリンターを選択する。

1 「 DGSHAPE LD-300 」 を選択する。

2 ［ OK ］ をクリックする。

印刷前の準備
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材料を用意する

本機で印刷可能な材料の条件として、下記それぞれの条件をすべて満たす必要があります。

材質

• アクリル

• ポリプロピレン

• ポリスチレン

• ABS

• 革

• ポリウレタン

• 塩ビ

厚さ

最大 216mm

大きさ

幅：最大 323 ｍｍ

安定して固定できる大きさであること

本機では、粘着シートや固定具を使って材料を固定します。粘着シートや固定具からはみ出る大きさでも
問題ありませんが、本体内に安定して固定できることが条件です。

かさ上げテーブルを使用する場合：どちらかのヘッド検出穴が隠れない材料の大きさであること

ヘッド検出穴

かさ上げテーブルを使用しない場合：ヘッド検出用治具が正しく取り付けられる材料の大きさであること

印刷前の準備
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形状

印刷面に段差がないこと

材料セット時や印刷時に、本機可動部が段差に接触する材料には印刷できません。

材料の縁が高い

×

L 字形状

×
平面図：

断面図：

ゆるやかな 0.5.mm.未満の起伏であること

ヘッドが追従できる高さ変位でないと正しく印刷できません。

印刷前の準備
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材料の固定

材料の固定方法を選択する

材料の厚さによって、材料の固定方法が異なります。基準は次のとおりです。

材料

D

材料
D

C

B
材料

B

材料
A

材料の厚さ 固定方法

ベーステーブルの上に付属のかさ上げテーブルを
設置して材料を固定します。

 " P.20 " 材 料 を セ ッ ト す る（ 材 料 厚 さ：0 ～ 26 ｍ

ｍの場合）"

使用するもの

• かさ上げテーブル A
• ベーステーブル B

ベーステーブルの上に材料を固定します。

 " P.22 " 材料をセットする（材料厚さ：24 ～ 50 ｍ

ｍの場合）"

使用するもの

• ベーステーブル B

ベーステーブルを取り外し、材料固定枠で材料を
固定します。

 " P.26 " 材 料 を セ ッ ト す る（ 材 料 厚 さ：50 ～ 216

ｍｍの場合）"

使用するもの

•. 底上げ. C
* 付属していません。別途ご用意ください

• 材料固定枠 D

ベーステーブルを取り外し、材料固定枠で材料を
固定します。

 " P.26 " 材 料 を セ ッ ト す る（ 材 料 厚 さ：50 ～ 216

ｍｍの場合）"

使用するもの

• 材料固定枠 D

0.mm

24.mm

26.mm

50.mm

190.mm

216.mm

メモ：材料の厚さが 24 ～ 26 ｍｍの場合

表面が柔らかい材料や、26 ｍｍより薄いものを印刷することが多い場合は、かさ上げテーブルを使用し
てください。

 " P.20 " 材料をセットする（材料厚さ：0 ～ 26 ｍｍの場合）"
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材料をセットする（材料厚さ：0～ 26 ｍｍの場合）

手順

A カバーを開ける。

B ベーステーブルにかさ上げテーブルをセットする。

かさ上げテーブルの底面の位置決めピンを、ベーステーブル上面の穴に差し込みます。

かさ上げテーブル

穴

位置決めピン

C 粘着シートをセットする。

材料が大きい場合は、粘着シートを 2 枚使用してください。

材料の固定

20 第 2 章　印刷



D 材料をセットする。

材料の置き方

• 材料がテーブルに収まらないサイズの場合は、支えとなるものを置いて材料の水平を保って
ください。

• 材料を粘着シートに貼り付けるようなイメージで軽く押さえつけてください。

厚さ 14.ｍｍ未満の材料は、どちらかのヘッド検出穴が見えるように材料をセットしてください。

どちらのヘッド検出穴を使用するかによって選択してください。

ヘッド検出穴（左奥）

ヘッド検出穴（右手前）

選択したヘッド検出穴の位置を METAZAStudio の画面上で設定します。
METAZAStudio の画面上、任意の位置で右クリックし、「ヘッド検出位置」-「左奥」もしくは「右手前」
をクリックして設定します。

厚さ 14.ｍｍ以上の材料は、左奥のヘッド検出穴が見えるように材料をセットしてください。

右手前でヘッド検出を行うとヘッドが干渉してしまうため、左奥のヘッド検出穴を使ってヘッド検出
を行います。

ヘッド検出穴（左奥）

ヘッド検出位置を METAZAStudio の画面上で設定します。
METAZAStudio の画面上、任意の位置で右クリックし、「ヘッド検出位置」-「左奥」をクリックして
設定します。

材料の固定
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ご注意

印刷面のごみやほこりは除去してください。

印刷面に付着しているごみやほこりを除去せずに印刷すると、印刷品質に影響を及ぼすことがあります。

以上で、材料のセットは完了です。
 " P.32  " 印刷データの作成 "

材料をセットする（材料厚さ：24～ 50 ｍｍの場合）

手順

A カバーを開ける。

B METAZAStudio の画面右上を右クリック－［LP をここに移動］をクリックする。

ヘッドが右奥に移動します。

画面右上を右クリック

材料の固定
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C 左奥のノブ（小）をゆるめる。

ノブ（小）

D ヘッド検出用治具を選ぶ。

ヘッド検出用治具は、材料の厚さによって使い分けてください。
材料の厚さ 使用するヘッド検出用治具
24 ～ 36 ｍｍ 低い

36 ｍｍより厚い 高い

重要：ヘッド検出用治具は正しい高さのものを使用してください。

誤った治具を使うと、ヘッドが材料にあたり、印刷不良や部品の破損につながります。

E ヘッド検出用治具のスリットをノブ（小）に差し込む。

スリット

材料の固定

23第 2 章　印刷



F ノブ（小）を締める。

ベーステーブルにまっすぐ上から押し付けた状態で固定してください。

ノブ（小）

ヘッド検出位置を METAZAStudio の画面上で設定します。
METAZAStudio の画面上、任意の位置で右クリックし、「ヘッド検出位置」-「左奥」をクリックして
設定します。

G ベーステーブルの上に粘着シートをセットする。

材料が大きい場合は、粘着シートを 2 枚使用してください。

H 材料をセットする。

材料の置き方

• 材料がテーブルに収まらないサイズの場合は、支えとなるものを置いて材料の水平を保って
ください。

• 材料を粘着シートに貼り付けるようなイメージで軽く押さえつけてください。

ご注意

印刷面のごみやほこりは除去してください。

印刷面に付着しているごみやほこりを除去せずに印刷すると、印刷品質に影響を及ぼすことがあります。
以上で、材料のセットは完了です。

 " P.32  " 印刷データの作成 "

材料の固定
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ヘッド検出用治具を右手前に固定する場合

左奥にヘッド検出用治具を固定できない場合（テーブルの左奥にワークをセットするときなど）は、右手
前に治具を固定してください。

1 右手前のノブ（小）をゆるめる。

ノブ（小）

2 ヘッド検出用治具のスリットをノブ（小）に差し込む。

スリット

3 ノブ（小）を締める。
ベーステーブルにまっすぐ上から押し付けた状態で固定してください。

ノブ（小）

材料の固定
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ヘッド検出位置を METAZAStudio の画面上で設定します。
METAZAStudio の画面上、任意の位置で右クリックし、「ヘッド検出位置」-「右手前」をクリッ
クして設定します。

材料をセットする（材料厚さ：50～ 216 ｍｍの場合）

材料厚さが 50 ～ 190.ｍｍの場合は別途、底上げをご用意ください。

本機の底からの印刷面高さ「材料厚さ + 底上げ」が 190mm 以上になるようにしてください。

材料厚さ

底上げ高さ

印刷面

手順

A カバーを開ける。

材料の固定
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B ベーステーブルを取り外す。

C 粘着シートをワークエリアの底にセットする。

材料が大きい場合は、粘着シートを 2 枚使用してください。

粘着シート

D METAZAStudio の画面右上を右クリック－［LP をここに移動］をクリックする。

ヘッドが右奥に移動します。

画面右上を右クリック

材料の固定
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E 左奥のノブ（小）をゆるめる。

ノブ（小）

F ヘッド検出用治具を選ぶ。

ヘッド検出用治具は、「材料の厚さ + 底上げ」の高さにより使い分けてください。
材料の厚さ+底上げ 使用するヘッド検出用治具
190 ～ 201 ｍｍ 低い

201 ｍｍより高い 高い

重要：ヘッド検出用治具は正しい高さのものを使用してください。

誤った治具を使うと、ヘッドが材料にあたり、印刷不良や部品の破損につながります。

G ヘッド検出用治具のスリットをノブ（小）に差し込む。

スリット

材料の固定

28 第 2 章　印刷



H ノブ（小）を締める。

テーブルにまっすぐ上から押し付けた状態で固定してください。

ノブ（小）

ヘッド検出位置を METAZAStudio の画面上で設定します。
METAZAStudio の画面上、任意の位置で右クリックし、「ヘッド検出位置」-「左奥」をクリックして
設定します。

I 材料の厚さが 50 ～ 190 ｍｍの場合は、ワークスペースの中に底上げを置く。

J 材料をセットする。

ご注意

印刷面のごみやほこりは除去してください。

印刷面に付着しているごみやほこりを除去せずに印刷すると、印刷品質に影響を及ぼすことがあります。

材料の固定
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K 材料の幅に合わせて材料固定枠をセットし、ノブ（大）を締める。

材料が固定されていることを確認してください。

幅が広い材料の場合

ノブ（大）

幅が狭い材料の場合

ノブ（大）

以上で、材料のセットは完了です。
 " P.32  " 印刷データの作成 "

ヘッド検出用治具を右手前に固定する場合

左奥にヘッド検出用治具を固定できない場合（テーブルの左奥にワークをセットするときなど）は、右手
前に治具を固定してください。

1 右手前のノブ（小）をゆるめる。

ノブ（小）

材料の固定
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2 ヘッド検出用治具のスリットをノブ（小）に差し込む。

スリット

3 ノブ（小）を締める。
テーブルにまっすぐ上から押し付けた状態で固定してください。

ノブ（小）

ヘッド検出位置を METAZAStudio の画面上で設定します。
METAZAStudio の画面上、任意の位置で右クリックし、「ヘッド検出位置」-「右手前」をクリッ
クして設定します。

材料の固定

31第 2 章　印刷



Step.1：印刷データ作成の準備をする

手順

A METAZAStudio を起動する。

 " P.13  "METAZAStudio を起動する "

B をクリックする。

「箔の選択」画面が表示されます。

C 「箔の選択」画面で箔を選択する。

「ドライバーの設定を使用する」のチェックを外すと箔を選択できます。リストにない箔を使う場合は、
登録することもできます。

 " P.82  " 箔を登録して印字パワーを調整する "

LD Driver の設定をそのまま使用する場合は、「ドライバーの設定を使用する」にチェックを入れてく
ださい。

D ［ OK ］をクリックする。

印刷データの作成
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E ［ファイル］–［環境設定］をクリックする。

「環境設定」画面が開きます。

F 「余白」を設定する。

1 「余白」を 2 ｍｍにする。

2 ［OK］ をクリックする。

ご注意

平面材料に印刷する場合は、2 ｍｍ以上の余白を取ってください。余白を 2 mm よりも小さくすると、レ
ンズが材料の縁に当たって破損することがあります。

印刷データの作成
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Step.2：画像を読み込む

印刷する画像を読み込みます。

METAZAStudio で読み込めるデータ形式

• JPEG 形式

• BMP 形式

• Illustrator のバージョン 8、7 の AI、EPS 形式

• CorelDRAW のバージョン 8、7 からエクスポートした AI または EPS 形式

※ Illustrator と CorelDraw についてはいくつかの制限事項があります。詳細は、METAZAStudio のヘ
ルプを参照してください。

 " METAZAStudio ヘルプ（ 「ヒントとテクニック」＞「既存のデータを流用する」 ）

重要：本機での印刷に写真は不向きです。

画像や文字のデータを読み込んでください。

手順

A  をクリックする。

［インポート］画面が開きます。

B ファイルを開く。

1 「ファイルの場所」でファイルのある場所を選択する。

2 「ファイルの種類」で［ Picture file ］または［ Adobe Illustrator file ］を選択する。

3 目的のファイルを選択する。

4 ［開く］をクリックする。
 

印刷データの作成
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指定した画像が読み込まれ、設定した余白の内側に表示されます。

メモ

配置した画像は、大きさや向きを変えたり、枠を付けたりしてアレンジできます。
 " P.58 " 画像を加工する "

ご注意

材料に穴がある場合、穴の上に画像を配置しないでください。穴のある部分を印刷したい領域に含めると、
レンズが材料の縁に当たって破損することがあります。

印刷したい領域 印刷したい領域

印刷したい領域

印刷したい領域

印刷したい領域が材料
の穴にかかっている。

材料の端に余白がない。印刷したい領域が材料
からはみ出している。

○ × × ×

2.mm 2.mm

印刷データの作成
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Step.3：文字を入力する

印刷する文字を入力します。

手順

A  をクリックする。

B 文字を入力する。

1 印刷領域上でクリックする。

2 文字を入力する。
入力した文字は、大きさや向きを変えたり、塗りつぶしたりすることができます。

 " P.63 " 文字を配置／加工する "

印刷データの作成
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Step.4：印刷位置と大きさを合わせる

A 本機のカバーを閉じる。

B METAZAStudio の印刷データの上で右クリック－［LP を図形の左上に移動］をクリックする。

レーザーポインターが照射され、指定した位置に移動します。

ご注意

［LP を図形の左上に移動］が無効になっている場合は、印刷データの図形が選択されていません。図
形を選択してから右クリックしてください。

C 材料に照射されたレーザーポインターの位置を確認する。

D METAZAStudio の印刷データの上で右クリック－［LP を図形の右下に移動］をクリックする。

レーザーポインターが照射され、指定した位置に移動します。

E 材料に照射されたレーザーポインターの位置を確認する。

印刷データの左上と右下の位置が、材料の中に収まっているかどうかを確認します。

F 必要に応じて、METAZAStudio で印刷データの位置や大きさを変更する。

 " P.59 " 画像の位置／大きさ／傾きを調整する "

 " P.63 " 文字の位置／大きさ／傾きを変更する "

G B～Fをくり返して、意図した印刷位置になるよう調整する。

材料

レーザーポインター

印刷したい位置

METAZAStudio

レーザーポインター

印刷データ

印刷データの作成
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ご注意

同じ印刷データを使用して複数の材料や材料の裏表に続けて印刷する場合、材料を再度セットすると
きに、レーザーポインターを使って位置合わせし直すことはできません。1 回目に位置合わせした位
置に印をつけたり、位置決めピンを使用したりして、材料を同じ位置にセットできるようにしてくだ
さい。

位置決めピン

Step.5：印刷データを保存する

作成した印刷データをファイルに保存します。

手順

A  をクリックする。

［名前を付けて保存］画面が開きます。

B 「保存する場所」にファイルの保存先を指定する。

C ファイル名を入力する。

D ［保存］をクリックする。

B

C

D

印刷データの作成
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箔と光吸収フィルムをセットする

A METAZAStudio の画面上、任意の位置で右クリックし、「ヘッドを左奥に移動」をクリックする。

B 材料の上に箔を乗せる。

箔には、表と裏があります。

印刷したい箔の色（光沢面）を上にして、材料に乗せてください。

C フィルムフレームの支柱をテーブルの穴に合わせて差し込む。

かさ上げテーブル ベーステーブル 材料固定枠

重要：光吸収フィルムは、箔をのせた材料に密着させてください。

光吸収フィルムが、材料と密着していないと箔がうまく転写されません。

重要：光吸収フィルムは、レーザーをあてる箇所を変えながらお使いください。

同じ箇所を何回も使用すると、熱へ変換する効果が減少していきます。使用していない場所へ位置を
ずらしながら使用し、使用する箇所がなくなったら光吸収フィルムを交換してください。

 " P.51  " 光吸収フィルムの寿命の目安 "

印刷
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印刷する

「印刷データの作成」と「材料のセット」ができたら、印刷を開始します。
 " P.32  " 印刷データの作成 "、P.17  " 材料を用意する "

手順

A レバーが  の状態になっていることを確認する。

 " P.81 " 印字圧を調整する "

レバー

B カバーを閉じる。

C METAZAStudio の画面上、任意の位置で右クリックし、「ヘッド検出位置」-「左奥」または「右
手前」をクリックする。

かさ上げテーブルを使用している場合：厚さ 14 ｍｍ以上の材料

ヘッド検出位置は、必ず「左奥」にしてください。右手前でヘッド検出を行うとヘッドが干渉する可
能性があります。

ヘッド検出穴（左奥）

かさ上げテーブルを使用している場合：厚さ 14 ｍｍ未満の材料

かさ上げテーブルのどちらのヘッド検出穴を使用するかによって選択してください。

ヘッド検出穴（左奥）

ヘッド検出穴（右手前）

印刷
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かさ上げテーブルを使用していない場合

ヘッド検出用治具の実際の取り付け位置に合わせて選択します。

D をクリックする。

［印刷］画面が開きます。

E 次の設定および確認を行う。

プリンター名 DGSHAPE LD-300

箔
箔を選択してください。箔は、印刷データを新規作成したときに選択した内容が
反映されています。

印刷範囲

主にバリアブル印刷の際に使用します。（通常は「すべて」が選択されています。）
印刷するレコード※を限定したいときに、対象レコード（対象ページ）を指定し
てください。例えば、2 つ目から 5 つ目までのレコードだけを印刷する場合には、

「ページ指定」を選択して「2」ページから「5」ページまでと設定します。

印刷部数
同じ材料に場所を変えていくつか印刷する場合には、複数の部数を指定してくだ
さい。例えば材料の表と裏に印刷したいときは、「2」部と指定します。

※  レコード：バリアブル印刷の場合のひとまとまりのデータに含まれる、個々のデータのことをい
います。

 " P.77  " バリアブル印刷用のデータを作成する "

印刷
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F ［ OK ］をクリックする。

印刷が始まります。

メモ：複数の部数またはレコードを印刷する場合

印刷が始まると以下のいずれかのメッセージが表示されます。そのままの状態で印刷が終了するのを

待って、次の手順に進んでください。
　

重要：印刷中は、絶対にカバーを開けないでください。

印刷中にカバーを開けると、印刷が停止し、正しく印刷できません。

G 印刷が終了したら、材料を交換するか、セット位置を変える。

 " P.20  " 材料をセットする（材料厚さ：0 ～ 26 ｍｍの場合）"

 " P.22  " 材料をセットする（材料厚さ：24 ～ 50 ｍｍの場合）"

 " P.26  " 材料をセットする（材料厚さ：50 ～ 216 ｍｍの場合）"

ご注意

同じ印刷データを使用して複数の材料や材料の裏表に続けて印刷する場合、材料を再度セットするときに、
レーザーポインターを使って位置合わせし直すことはできません。1 回目に位置合わせした位置に印をつ
けたり、位置決めピンを使用したりして、材料を同じ位置にセットできるようにしてください。

位置決めピン

H カバーを閉じる。

I ［ OK ］をクリックする。

次ページの印刷が始まります。

印刷
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バリアブル印刷で表示しているレコードのみ印刷したい場合

 をクリックする。
［印刷］画面が開きます。現在 METAZAStudio に表示されているレコードの順番（ページ番号）が「印

刷範囲」にページ指定されています。必要に応じて「箔」や「印刷部数」を設定し［ OK ］をクリッ
クして印刷を開始してください。

印刷
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Step.1：印刷を中止する

A 電源／移動ボタンを１秒以上押し続ける。

送られた印刷データを消去している間はランプがゆっくり点滅します。消去が終わると消灯して電源
がオフになります。

メモ

印刷を中止した場合、ヘッドはそのままの位置で止まります。次に電源をオンにした際に初期動作によっ
てヘッドが左奥へ移動します。

Step.2：印刷待ちのデータを消去する

手順

A プリンターのアイコンを表示する。

Windows 10 の場合

1 コンピューターの［スタート］メニューをクリックする。

2 ［Windows システムツール］–［コントロールパネル］をクリックする。

3 ［デバイスとプリンターの表示］をクリックする。

Windows 8.1 の場合

1 コンピューターの［スタート］メニューをマウスの右ボタンでクリックする。

2 ［コントロールパネル］をクリックする。

3 ［デバイスとプリンター］をクリックする。

Windows 7 の場合

1 ［ スタート］メニューをクリックする。

2 ［ デバイスとプリンター ］をクリックする。

印刷の中止
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B ［ DGSHAPE LD-300 ］ アイコンをダブルクリックする。

C ［プリンター］ メニューから［すべてのドキュメントの取り消し］（または［印刷ドキュメントの
削除］ ）をクリックする。

D 図のメッセージが表示されたら、「はい」をクリックする。

印刷の中止
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日常のお手入れにおける注意事項

警告. ガソリン、アルコール、シンナーなど燃えやすいものは使わない。
火災の原因になります。

警告. .修理／部品の交換などで、取扱説明書に書かれていないことは、絶対にしない。
必ずお買い上げの販売店または当社コールセンターに相談してください。

警告. この作業は、すべての電源スイッチをオフにしたままで行うこと。
本機が突然動き、けがをすることがあります。

• 本機は精密機器ですので、ほこりや塵を嫌います。日常的な清掃を心がけてください。

• シンナー、ベンジン、アルコールなどの溶剤を使わないでください。

• 注油は一切しないでください。

• シリコーンを含有しているオイル、グリース、スプレーなどは使用しないでください。スイッチの接
触不良の原因になります。

本体の清掃

• 水を浸した布をかたく絞り、軽く拭いてください。

• カバーは傷がつきやすいので、やわらかい布をお使いください。

粘着シートの清掃

粘着シートにほこりなどが付くと粘着力が低下して、うまく材料が固定できなくなります。粘着力が低下
したときは、シートを洗ってください。

粘着シート

洗い方

粘着シートを水につけて、シート表面をやさしくなでるようにして洗ってください。粘着シートの汚れが
ひどいときは、うすめた中性洗剤を使ってください。洗剤が残らないよう、よく水で洗い流してください。

ご注意

次のことをお守りください。守らないと、粘着シートの表面が傷つき粘着力が低下します。

• たわしやスポンジで粘着シートをこすらない。

• 洗うときに粘着シートを引っ張ったり、折り曲げたりしない。

日常のお手入れ
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乾かし方

完全に乾くまで陰干ししてください。

フィルムフレームの清掃

フィルムフレームの粘着シートにほこりなどが付くと粘着力が低下して、光吸収フィルムが固定できなく
なります。粘着力が低下したときは、フィルムフレームの粘着シートを洗ってください。

粘着シート

洗い方

粘着シートを水につけて、シート表面をやさしくなでるようにして洗ってください。粘着シートの汚れが
ひどいときは、うすめた中性洗剤を使ってください。洗剤が残らないよう、よく水で洗い流してください。

ご注意

次のことをお守りください。守らないと、粘着シートの表面が傷つき粘着力が低下します。

• たわしやスポンジで粘着シートをこすらない。

• 洗うときに粘着シートを引っ張ったり、折り曲げたりしない。

乾かし方

完全に乾くまで陰干ししてください。

日常のお手入れ
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レーザーポインターの位置を調整する

本機では、METAZAStudio と連携したレーザーポインターの照射位置をみて印刷位置を決めます。レーザー
ポインターの照射位置に対して実際の印刷位置がずれた場合は、次の方法で調整してください。

手順

A LD-300 Head Manager を起動する。

 " P.10  " ソフトウェアを起動する "

B ［LP 位置調整］をクリックする。

［LP 位置調整］画面が表示されます。
画面の説明にしたがって作業を行ってください。

 " P.91  " レーザーポインター位置の調整に失敗した（Head Manager）"

用意する材料

• 印刷面が平らな（曲面でない）材料

• 本機で印刷可能な材質

 " P.17  " 材料を用意する "

• マーカーが収まるサイズ（30 mm × 30 mm 以上）の材料

C 作業終了後、  をクリックする。

画面を閉じます。

調整
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消耗部品の交換

レンズの寿命を確認する

レンズは消耗品です。レンズが寿命を迎えたら、交換してください。

レンズの寿命の目安

およそ 500 時間印刷したときが交換の目安です。
METAZAStudio でレンズの寿命を示すメッセージが表示されます。

［OK］をクリックするとメッセージが消えます。［詳細］をクリックすると LD-300 Head Manager が表示
されます。

レンズの状態の確認方法

レンズの状態は、LD-300 Head Manager で確認できます。

手順

A LD-300 Head Manager を起動する。

 " P.10  " ソフトウェアを起動する "

B 本機の電源をオンにする。

 " P.9  " 電源をオンにする "

レンズの使用量を表示します。印刷すると、インジケーター
の表示が少しずつ増えていきます。

画面の表示を最新の情報に更新します。
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メモ

LD-300 Head Manager の「レンズの使用量」のインジケーターが、レンズの使用量に応じた表示にな
ります。次の場合はレンズの交換時期です。

• インジケーターが赤く表示されている。

• インジケーターは赤になっていないが、きれいに印刷できない、または画像にムラがある。

印刷の品質低下やムラの原因はレンズの消耗だけとは限りません。下記のページを参照して、原因を
確認してください。レンズの消耗が原因と思われる場合は、レンズを交換してください。

 " P.90  " 印刷が汚い（むら、よれがある）"

※ 交換用レンズは別売りです。お買い求めについては、本機をお買い上げの販売店へお問い合わせ、
または当社ウェブサイト（https://www.dgshape.com/）をご覧ください。

※ レンズの交換手順については、交換用レンズに付属の説明書をご覧ください。

光吸収フィルムを交換する

同じ箇所を何回も使用すると、光吸収効果が減少していきます。使用していない場所へ位置をずらし、使
用する箇所がなくなったら光吸収フィルムを交換してください。

光吸収フィルムの寿命の目安

使用回数を重ねると発熱によるシワや波打つ様子が目立ったり、白くなったりします。下図のようになっ
たら位置をずらすか、光吸収フィルムを交換してください。

白くなった部分では光を吸収できなくなり、.
印刷ができません。

消耗部品の交換
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光吸収フィルムの交換方法

手順

A テーブルからフィルムフレームを取り外す。

B フィルムフレームの粘着シート面を上にする。

粘着シート

C フィルムフレームから光吸収フィルムをはがす。

消耗部品の交換
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D フィルムフレームに新しい光吸収フィルムを貼る。

フィルムフレームの形状に合わせて、はみ出さないように貼ってください。

Not  OKOK

光吸収フィルム

重要

光吸収フィルムは、材料面とレンズ面があります。フィルムフレームの形状に合わせることで、正しい面
を上にして貼ることができます。誤った面で本機を使用すると故障の原因になるため、注意して貼るよう
にしてください。

メモ

フィルムフレームの粘着が弱くなった場合は、粘着シートを清掃してください。
 " P.48  " フィルムフレームの清掃 "

消耗部品の交換
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フィルムフレームのセット位置を METAZAStudio の画面上で確認しながら印刷データを作成します。

手順

A をクリックする。

材料パネルが開きます。

B フィルムフレームの形状を選択する。

1 ［ グループ］から［Material］を選択する。

2 ［アイコン ] を選択する。

3 「LD-300_FilmFrame」をクリックする。

4   をクリックする。

1

2

3

4

「材料サイズ」画面が開きます。

フィルムフレームに合わせてデータを作成する
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5 ［OK］をクリックする。
設定値は変更しないでください。誤って変更した場合は以下のとおり設定値を戻してください。
幅：305 ｍｍ
高さ：230 ｍｍ

5

フィルムフレームが表示されます。

フィルムフレームに合わせてデータを作成する
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C ［ファイル］–［環境設定］をクリックする。

「環境設定」画面が開きます。

D 「余白」を設定する。

1 「余白」を 2 ｍｍにする。

2 ［OK］ をクリックする。

フィルムフレームに合わせてデータを作成する
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画像の必要な部分だけを残す（トリミング）

METAZAStudio は、オリジナルの画像から不要な部分を切り取って必要な部分だけを残すことができます。
この作業を「トリミング」と呼びます。

手順

A 画像を読み込む。

 " P.34  "Step 2：画像を読み込む "

B 画像を選択する。

1  をクリックする。
2 画像をクリックする。

画像の周辺にトリミング用のポインターが 8 個できます。

C トリミングする。

トリミング用のポインターをドラッグして、必要な部分だけ残るように調整してください。

トリミング用のポインター

画像を加工する
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画像の位置／大きさ／傾きを調整する

手順

 をクリックする。

画像の位置を調整する場合

1 画像をクリックする。
画像の四隅にポインター（■）ができます。

2 画像をドラッグして位置を調整する。

画像の大きさを調整する場合

1 画像をクリックする。
画像の四隅にポインター（■）ができます。

2 画像の四隅にあるポインター（■）をドラッグして大きさを調整する。

ポインター

画像を加工する
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画像の傾きを調整する場合

1 画像の 4 隅にポインター（■）がある状態で、もう一度画像をクリックする。
4 隅のポインターの形が（●） に変わります。

2 カーソルをポインターに合わせる。
カーソルの形が回転カーソルに変わります。

3 ドラッグして、画像の傾きを調整する。

メモ

• キーボードの Shift キーを押しながらドラッグすると、45 度ずつ傾きが変わります。正確に 90 度回
転させたい場合などは、この方法で回転させるとよいでしょう。

• 傾きを変えた画像をトリミングすることはできません。トリミングする場合は、元の角度に戻してか
ら行ってください。

画像を加工する
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画像をフレームで囲む

画像の回りをフレームで囲んで、印刷データをアレンジできます。フレームは、METAZAStudio の「ライ
ブラリ」に登録されているものを使用します。ライブラリは、新規に登録することもできます。

 " METAZAStudio ヘルプ（「ヒントとテクニック」＞「ライブラリーの活用」）

手順

A  をクリックする。

〔ライブラリー〕ウィンドウが開きます。

B フレームを挿入する。

1 ［ グループ］から［Frame］を選択する。

2 ［アイコン ] を選択する。

3 ［18］ フレームをクリックする。

4  をクリックする。
フレームが画面に挿入されます。

画像を加工する

61第 4 章　詳細な操作 / 設定



C フレームの大きさと位置を調整する。

材料サイズよりフレームのサイズが小さい場合、図のようになります。調整方法は、画像の位置と大
きさの調整方法と同じです。

 " P.59  " 画像の位置／大きさ／傾きを調整する "

ポインター

画像を加工する
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文字を配置／加工する

文字の位置／大きさ／傾きを変更する

配置した文字は、画像と同じように位置や大きさや傾きを変更できます。

手順

A 文字を入力する。

 " P.36  "Step 3：文字を入力する "

B 文字の位置を調整する。

1  をクリックする。
2 文字の上をクリックする。

文字の周りにポインターが 8 個できます。
3 文字をドラッグして、位置を調整する。

C 文字の大きさを調整する。

ポインターをドラッグして大きさを調整します。
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D 文字の傾きを調整する。

1 四隅のポインターの形が（●）に変わるまで、文字の上をクリックする。

2 カーソルをポインターに合わせる。
カーソルの形が回転カーソルに変わります。

3 ドラッグして、傾きを調整する。

メモ

キーボードの Shift キーを押しながらドラッグすると、45 度ずつ傾きが変わります。正確に 90 度回転さ
せたい場合などは、この方法で回転させるとよいでしょう。

文字を扇形に配置する

A 文字を入力する。

 " P.36  "Step 3：文字を入力する "

B  をクリックする。

［プロパティ］画面が開きます。
入力した文字のテキストボックスが選択されていないと  が選択できません。テキストボックスを
選択しておくようにしてください。

文字を配置／加工する
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C 文字の配置を設定する。

1 書式タブをクリックする。

2 ［ 曲線に沿う］ にチェックを入れる。

3 ［OK］ をクリックする。

文字の配置が扇形に変わります。

文字を配置／加工する
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図形に沿って文字を配置する

作図ツールを使用して作った図形に沿って文字を配置します。

手順

A 図形を作成する。

1 作図ツールをクリックする。
ここでは  を使用します。

2 材料の上に図形を作成する。
 " METAZAStudio ヘルプ（「コマンド解説」＞「ツールバーのボタン」）

作図ツール

B  をクリックする。

作成した図形の輪郭付近にカーソルを持っていき、カーソルの下に  が表示されたら、クリックする。

文字を配置／加工する
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C 文字を入力する。

 " P.36  "Step 3：文字を入力する "

図形に沿って文字が配置されます。

ご注意

統合した連続線上には配置できません。
 " METAZAStudio ヘルプ（「コマンド解説」＞「［ 図形］ メニュー」＞「連続線に変換」、「連続線の統合」）

文字を塗りつぶす

文字の塗りつぶしのタイプには、「塗りつぶし」と「アイランドフィル」の 2 種類があります。お好みに
合わせて選択してください。

塗りつぶし
すき間なく印刷します。

アイランドフィル
隣り合う塗りつぶし線の間隔を指定できます。

A 文字を入力する。

 " P.36  "Step 3：文字を入力する "

文字を配置／加工する
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B  をクリックする。

［ プロパティ］ 画面が表示されます。
入力した文字のテキストボックスが選択されていないと  が選択できません。テキストボックスを
選択しておくようにしてください。

C 塗りつぶしを設定する。

1 ［ 塗りと輪郭］ タブをクリックする。

2 ［ 塗りつぶし］ にチェックを入れる。

3 「 塗りつぶし」または「アイランドフィル」を選択する。
「アイランドフィル」を選択した場合は、ピッチ※も入力してください。

※ピッチ：隣り合う塗りつぶし線の間隔
4 ［OK］ をクリックする。

文字が塗りつぶされます。

文字を配置／加工する
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線文字と SFEdit2 について

線文字とは

線文字とは、元フォントの中心線を抽出した線画のことです。

SFEdit2 とは

SFEdit2 は、線文字フォントの生成と編集ができるソフトウェアです。全ての線文字は、連続線の組み合
わせでできていますので、アンカーポイントの追加や削除、線分の追加などができます。METAZAStudio
では、SFEdit2 で生成、編集した線文字フォントを使用できます。

線文字を生成／加工する
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SFEdit2.画面

番
号 名称 機能概要

1 メニューバー
SFEdit2 のさまざまなコマンドを実行します。

 " SFEdit2 ヘルプ（「コマンド解説」）

2 ツールバー
ツールバーには、［ファイルを開く］ や［保存］ など SFEdit2 のコマンドを実行
するためのボタンが用意されています。

 " SFEdit2 ヘルプ（「コマンド解説」＞「ツールバーのボタン」）

3 ステータスバー
ツールバーのボタンにマウスポインターを置いたときや、メニューのコマンド
をポイントしたとき、その簡単な解説が表示されます。

④ 文字一覧
線文字化された文字の一覧を表示します。クリックすると、編集画面に文字が
表示されます。

⑤ ベースライン
文字列を横に並べるときの基準線です。文字を横書きにしたとき、隣り合う文
字のベースラインが段差のない水平線となるように並べられます。

⑥ 仮想ボディ
文字を納めている枠です。枠の大きさは、元フォントの種類や文字によって異
なります。通常、枠の内部に収まるように文字を作ります。

⑦ 元フォントの文字
線文字編集の下絵として表示されます。元フォントは、線文字フォントのデザ
イン元のフォントです。

⑧ 線文字
元フォントの中心線を抽出した線画です。すべての線文字は、アンカーポイン
トの追加や削除、線分の追加などの編集ができます。

 " SFEdit2 ヘルプ（「操作手順」）＞「Step2: 文字を整形する」）

線文字を生成／加工する
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線文字フォントを生成する

線文字フォントを生成して保存する方法を説明します。

手順

A METAZAStudio を起動する。

 "  「ソフトウェアの起動方法」については、セットアップガイドをご参照ください。

B ［ 編集］ – ［ 線文字］ – ［SFEdit2 を起動］ をクリックする。

SFEdit2 が起動します。

C ［ファイル］ – ［新規作成］ をクリックする。

［フォントの選択］ 画面が開きます。

D 線文字を生成する。

1 線文字フォント生成の元となるフォントを選択する。

2 ［OK］ をクリックする。

線文字を生成／加工する
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線文字フォントが自動生成されます。

E  をクリックする。

［保存］ 画面が開きます。

F 生成した線文字に名前を付けて保存する。

1 「線文字の名前」を入力する。
元フォントをベースにした名前にすると、後で区別がしやすくなります。ここでは例として「MS P ゴ
シック _SF」と入力しています。

2 ［ OK ］ をクリックする。

生成した線文字フォントが保存されます。

G  をクリックする。

線文字を生成／加工する
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入力した文字を線文字フォントに変換する

事前に次のいずれかを実施済みであることを確認してください。

SFEdit2 インストール時に線文字フォントを生成している。

インストール時に図の画面が表示されています。このときに線文字フォントを生成しなかった場合は、
SFEdit2 をインストールしなおして線文字フォントを生成してください。
 " P.93  " ソフトウェアと電子マニュアルを個別にインストールしたい "

新たに線文字フォントを生成している。

 " P.71  " 線文字フォントを生成する "

手順

A METAZAStudio で文字を入力する。

 " P.36  "Step 3：文字を入力する "

B  をクリックする。

［プロパティ］画面が開きます。
入力した文字のテキストボックスが選択されていないと  が選択できません。テキストボックスを
選択しておくようにしてください。

線文字を生成／加工する
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C 線文字フォントを選択する。

1 ［書式］ タブをクリックする。

2 ［線文字］ を選択する。
［フォント名］ の選択肢が線文字フォントのみになります。
3 線文字フォントを選択する。

4 ［OK］ をクリックする。

入力した文字が線文字に変換されます。フォントは3で選択した線文字フォントになっています。

線文字を生成／加工する
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線文字を編集する

手順

A 入力した文字を線文字にする。

 " P.73  " 入力した文字を線文字フォントに変換する "

B 線文字を編集できるようにする。

1 をクリックする。
2 編集したい線文字の上をクリックする。
線文字の周りにポインターが表示されます。
3 ［編集］ – ［線文字］ – ［文字の編集］ をクリックする。

SFEdit2 が起動します。

C 文字一覧から、編集したい線文字をクリックする。

編集したい線文字が仮想ボディの中に表示され、線文字が編集できるようになります。線文字の位置
や形などを変えてください。

 " SFEdit2 ヘルプ（「文字（連続線）の編集」）

文字一覧

線文字を生成／加工する
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D SFEdit2 を終了する。

1  をクリックする。
編集した内容が、選択している線文字フォントに上書き保存されます。

2  をクリックする。
SFEdit2 を終了します。

編集した内容を反映した線文字になります。

線文字を生成／加工する
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バリアブル印刷用のデータを作成する

印刷データの一部を差し替えて一枚ごとに異なるオブジェクトを印刷することを、「バリアブル印刷」と
呼びます。バリアブル印刷によって、材料を置き換えるたびにデータを作り直す必要がなくなり、異なる
データを連続して印刷できます。

ご注意

異なるデータを連続して印刷できるのは、材料が同じ材料、同じサイズの場合のみです。

バリアブル印刷には CSV ファイルが必要です。

CSV ファイルはデータベースのファイルなどから作成できます。CSV ファイルの作成については、データ
ベース等の管理者にご相談ください。

Step.1：「差し込み枠」を作成する

メモ：差し込み枠とは

文字列を配置する枠のことです。バリアブル印刷では、この差し込み枠の中のデータを差し替えて印刷し
ていきます。

手順

A METAZAStudio を起動する。

 " ソフトウェアの起動方法については、セットアップガイドをご参照ください。

METAZAStudio をすでに起動している場合は、 をクリックする。

「箔の選択」画面が表示されます。

B 「箔の選択」画面で箔を選択する。

「ドライバーの設定を使用する」のチェックを外すと箔を選択できます。リストにない箔を使う場合は、
箔を登録することもできます。

 " P.82  " 箔を登録して印字パワーを調整する "

LD Driver の設定をそのまま使用する場合は、「ドライバーの設定を使用する」にチェックを入れてく
ださい。

C ［ OK ］をクリックする。
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D 差し込み枠のアイコンをクリックする。

 –  の順にクリックしてください。

E METAZAStudio のワークエリア※の上で、マウスを斜め下方向にドラッグ（マウスの左ボタンを
押したまま移動）する。

「文字列」を配置する「差し込み枠」ができます。
※ ワークエリア＝画面上の黒い部分

ワークエリア

F  をクリックする。

「プロパティ」画面が開きます。

差し込み枠が選択されていないと、  はクリックできません。  をクリックできない場合は、
をクリックしてから差し込み枠をクリック（選択）してください。

バリアブル印刷用のデータを作成する
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G 差し込み枠の「サイズ」などを設定する。

各設定の詳細は、METAZAStudio のヘルプ（「コマンド解説」–「［図形］メニュー」–「プロパティ」–「［プ
ロパティ］ダイアログ」を参照してください。

 "「ソフトウェアのヘルプの表示方法」については、セットアップガイドをご参照ください。

H 設定できたら、［ OK ］をクリックする。

I 差し込み枠を印刷位置に移動する。

1 をクリックする。
2 差し込み枠をドラッグして移動する。

バリアブル印刷用のデータを作成する
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Step.2：「文字列」を「差し込み枠」に配置する

手順

A ［ CSV ファイル読み込み ］をクリックする。

「ファイルを開く」画面が表示されます。
「バリアブル印刷」ウィンドウが表示されていない場合は、 をクリックしてください。

B CSV ファイルを指定して［開く］をクリックする。

指定した CSV ファイルが METAZAStudio に読み込まれます。

C 読み込んだ CSV ファイルの列のタイトルを「差し込み枠」にドラッグ & ドロップする。

「差し込み枠」に「文字列」が表示されます。

画面下の  をクリックすると、各シンボルを順番に表示できます。差し込み枠のサイズや位置
などを変更したい場合は、「プロパティ」画面を開いて（  をクリック）設定しなおしてください。

バリアブル印刷用のデータを作成する
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印刷条件を調整する

印字圧を調整する

印刷するときにヘッドが材料にかける圧力（印字圧）に合わせて、レバーのセット位置を変えます。

• 

はじめての材料の印刷ではまず、この位置にセットして印刷してください。

•   または 

数字が大きくなるにつれ、材料への印字圧が大きくなります。印字圧を大きくすることで  よりも
箔が材料によく定着します。柔らかい材料や、表面に凹凸のある材料で、  ではきれいに印刷され
なかった場合に、この位置にセットして印刷してみてください。
ただし、印字圧が大きいほど材料に印刷あとが残ったり、箔の光沢がなくなったりする可能性があり
ます。端材などでテスト印刷して、適切な印字圧を決めてください。

○.上げる：そのままレバーを持ち上げる。
○.下げる：レバーを少し奥へ押してから下げる。

レバー
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箔を登録して印字パワーを調整する

本機は、使用する材料の箔に合った印字パワーで印刷することで、より高品質な印刷結果を得られます。
LD Driver には、あらかじめいくつかの箔とそれらに合った設定がされていますが、箔とその箔に最適な
設定を自分で登録することもできます。また、自分で登録した箔では、よりよい印刷結果を得られるように、
後で印字パワーを調整することもできます。

手順

A LD Driver の印刷設定画面を表示する。

 "「LD Driver の印刷設定画面の表示方法」については、セットアップガイドをご参照ください。

B 印刷モードを選択する。

1 ［画像補正］タブをクリックする。

2 ［箔］（設定 a ～ d のどれか１つ）を選択する。

3 印刷モードで「テキスト」または「その他」を選択する。

テキスト 文字など輪郭のはっきりした画像を印刷したいとき。

その他
分解能（点の密度の粗さ）を変えて粗密の差による表現をしたり、小さい文字
や図柄で粗さが目立つときに点の密度を濃くしたりしたいときに選択します。

［詳細設定］をクリックすると、画像の解像度などを設定することができます

 " LD Driver ヘルプ（「［画像補正］タブ」）

4 ［詳細設定］をクリックする。

［詳細設定］画面が表示されます。

印刷条件を調整する
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C 印刷モードの詳細を設定する。

1 登録する箔に名前を付けて入力する。

2 速度と印字パワーを入力する。
印刷結果は箔によって変わります。箔に合わせて調整してください。

 " LD Driver ヘルプ（［画像補正］タブ＞［詳細設定］ダイアログボックス）

Speed
印字スピードを変更します。画像（ラスター）印刷、線画印刷ともに印刷スピー
ドは、指定値になります。印刷スピードの上限は、48 mm/sec です。

Power--MIN 画像の最も暗い（グレー）部分の印字パワーを設定します。

Power--MAX 画像の最も明るい（白）部分の印字パワーを設定します。

ベクター Power 線画の印字パワーの最大値を設定します。

3 「高度な設定」を選択する。
「高度な設定」は、手順Bの3で［その他］を選択している場合にのみ設定できます。

 " LD Driver ヘルプ（［画像補正］タブ＞［詳細設定］ダイアログボックス）

出力解像度
1 インチあたりの点の数を指定できます。点の数が多いほど、精密な画像にな
ります。

ドラフティング
画像情報を 1 ドット間隔で間引き、画像を見やすくします。小さい文字や線は、
間引くと粗さの目立つ印刷になることがあり、そのときは「なし」に設定します。

4 ［ OK ］をクリックする。

［詳細設定］画面を閉じます。

印刷条件を調整する
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ドライバーの基本設定を変更する

手順

A プリンターのアイコンを表示する。

Windows 10 の場合

1 コンピューターの［スタート］メニューをクリックする。

2 ［Windows システムツール］ー［コントロールパネル］をクリックする。

3 ［デバイスとプリンターの表示］をクリックする。

Windows 8.1 の場合

1 コンピューターの［スタート］メニューをマウスの右ボタンでクリックする。

2 ［コントロールパネル］をクリックする。

3 ［デバイスとプリンター］をクリックする。

Windows 7 の場合

1 コンピューターの［スタート］メニューをクリックする。

2 ［デバイスとプリンター］をクリックする。

B ［ DGSHAPE LD-300 ］をマウスの右ボタンでクリックし、［印刷設定］をクリックする。

LD Driver の印刷設定画面が表示されます。目的に応じて各設定を変更してください。

C 設定が終了したら［ OK ］をクリックする。
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解説

LD Driver では、表示単位などの様々な基本設定ができます。基本設定は、あらかじめ前頁の方法で設定
しておくことで継続的に適用されるようになります。
なお、これらの設定は METAZAStudio からも変更できますが、記憶されません。

手順

［ファイル］ ー ［プリンターの設定］ ー ［プロパティ］ をクリックする。
［DGSHAPE LD-300 のプロパティ］画面が表示されます。目的に応じて各設定をしてください。

ドライバーの基本設定を変更する
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METAZAStudio のその他の操作について

METAZAStudio では、その他にもいろいろな機能があります。
詳しい操作方法については、METAZAStudio のヘルプを参照してください。

 " P.10  " ソフトウェアのヘルプを表示する "
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こんなときは

「電源／移動」ボタンが点滅している

電源オン時にヘッドを手で持ち上
げたりしていませんか？

ヘッドが最も上の位置まで持ち上げられたために、材料の表面
高さが印刷できる条件に合っていないと本機が認識しました。

「電源／移動」ボタンを 1 秒以上押し続けて、電源をオフにして
ください。
電源オン時にヘッドをむやみにさわらないようにしてください。

レンズが正しく取り付けられてい
ますか？

「電源／移動」ボタンを 1 秒以上押し続けて、電源をオフにして
ください。レンズの正しい取り付け方法については、交換用レ
ンズに付属のマニュアルをご覧ください。

印刷面の高さ変位が大きすぎませ
んか？

「電源／移動」ボタンを 1 秒以上押し続けて、電源をオフにして
ください。印刷できる材料の条件を見直して、材料を選択しな
おしてください。

P.17  " 材料を用意する "

材料の印刷面にヘッドが届いてい
ますか？

「電源／移動」ボタンを押して、点滅を解除してください。材料
の厚さに応じた材料固定具を用いて、正しく材料をセットして
ください。

P.20  " 材料をセットする（材料厚さ：0 ～ 26 ｍｍの場合）"
P.22  " 材料をセットする（材料厚さ：24 ～ 50 ｍｍの場合）"
P.26  " 材料をセットする（材料厚さ：50 ～ 216 ｍｍの場合）"

印刷データを送っても本機が動かない

電源はオンになっていますか？

電源／移動ボタンのランプが点灯しているか確認してください。
消灯している場合は電源をオンにしてください。

P.9  " 電源をオンにする "

電源コードは正しく接続されてい
ますか？

正しく接続されていなかった場合は、正しく接続してください。

本機とコンピューターの接続方法については、セットアップガイドをご
参照ください。

コンピューターとの接続ケーブル
は正しく接続されていますか？

接続ケーブルが抜けていたりしていないか確認してください。

METAZAStudio で箔を選択できない

「ドライバーの設定を使用する」
にチェックが入っていませんか？

METAZAStudio 起動直後に表示される「箔の選択」画面で「ド
ライバーの設定を使用する」にチェックが入っていると、箔の
選択はできません。「ドライバーの設定を使用する」のチェック
を外してください。

古いバージョンのMETAZAStudio
を使用していませんか？

バージョン 2.43 未満の METAZAStudio では、LD-300 非対応の
ため箔の選択はできません。最新の METAZAStudio をインストー
ルしてください。
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METAZAStudio で材料やライブラリーが表示されない

ソフトウェアを正しくインストー
ルしましたか？

本機に付属の DGSHAPE Software Package の CD から
METAZAStudio と SFEdit2 のソフトウェアをインストールし直し
てください。その際は、すでにインストール済みのものはアン
インストールせずに、再度インストールするようにしてください。

P.93  " ソフトウェアと電子マニュアルを個別にインストールしたい "

思った場所に印刷できない

レーザーポインターと材料のセッ
ト位置は正しいですか？

材料が正しく取り付けられているか確認してください。また、
METAZAStudio を操作し、材料に位置決め用のレーザーポイン
ターを照射してください。必要に応じて、METAZAStudio で印
刷データの位置を調整してください。

P.20  " 材料をセットする（材料厚さ：0 ～ 26 ｍｍの場合）"
P.22  " 材料をセットする（材料厚さ：24 ～ 50 ｍｍの場合）"
P.26  " 材料をセットする（材料厚さ：50 ～ 216 ｍｍの場合）"
P.37  "Step 4：印刷位置と大きさを合わせる "

レーザー照射はするが、印刷でき
ていない

材料が本機の印刷条件に適合していますか？
印刷可能な材料をご用意ください。

.P.81  " 印刷条件を調整する "
P.17  " 材料を用意する "

本機のレーザーポインターの照射
位置がずれていませんか？

LD-300 Head Manager を使って、レーザーポインターの照射位
置を調整してください。

P.49  " レーザーポインターの位置を調整する "

光吸収フィルムの貼る面を間違え
て取り付けていませんか？

光吸収フィルム貼る面を逆にしてしまうと、印刷されません。
初めて設置するときや光吸収フィルムを交換するときは、正し
い向きで取り付けてください。

P.51  " 光吸収フィルムを交換する "

箔の表と裏を間違えていません
か？

印刷したい箔の光沢面を上にして、材料に乗せてください。

こんなときは
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印刷が汚い（むら、よれがある）

印字圧が適切でない可能性があり
ます。

柔らかい材料や、表面に微小な凹凸のある材料は、より大きい
圧力で印刷する必要があります。 印字圧を大きくすることで印
刷結果が改善される場合があります。レバーを今の位置より大

きい、  または  にセットしてください。
硬い材料では、印字圧を小さくすることで印刷結果が改善され
る場合があります。レバーを今の位置より小さい位置にセット
してください。

P.81  " 印字圧を調整する "

箔の設定は正しいですか？

METAZAStudio では、セットした箔を選んでください。
箔は同じでも、表面状態によって印刷条件が変わります。その
ような場合は、印字パワーの微調整が必要です。

P.82  " 箔を登録して印字パワーを調整する "
P.32  "Step 1：印刷データ作成の準備をする "

レンズが寿命をむかえていません
か？

レンズの状態は、LD-300 Head Manager で確認できます。
レンズの使用量が赤く表示されていたら、新しいレンズと交換
してください。

P.50  " レンズの寿命を確認する "

双方向印字をしていませんか？

双方向印字では印刷時間を短縮できますが、画質が低下する場
合があります。その場合は、LD Driver の設定画面の〔双方向印字〕
をオフにして印刷をやり直してください。

LD Driver ヘルプ（「［材料］タブ」）

光吸収フィルムの同じ箇所で、く
り返し印刷していませんか？

光吸収フィルムの同じ箇所を何度も使用すると、きれいに印刷
されなくなります。使用していない箇所と繰り返し使用してい
る箇所が混在すると、印刷にむらがでる場合があります。
使用していない箇所が印刷範囲を覆うように、光吸収フィルム
の使用箇所をずらして印刷をやり直してください。

P.51  " 光吸収フィルムを交換する "

いつも同じ場所が印刷されない

印刷面の高さ変位が大きすぎませ
んか？

印刷面の高さ変位が大きすぎる可能性があります。本機の印刷
条件を見直して、材料を選択しなおしてください。

P.17  " 材料を用意する "

光吸収フィルムの同じ箇所で、く
り返し印刷していませんか？

光吸収フィルムの同じ箇所を何度も使用すると、きれいに印刷
されなくなります。使用していない箇所が印刷範囲を覆うよう
に、光吸収フィルムの使用箇所をずらして印刷をやり直してく
ださい。

P.51  " 光吸収フィルムを交換する "

こんなときは
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印刷場所以外に残った、不要な箔を取り除きたい

意図しない場所に箔が残ってしまった場合は、セロハンテープで不要な箔を取り除いてください。

レーザーポインター位置の調整に失敗した（Head.Manager）

エラー画面が表示され、LD-300 Head Manager の「LP 位置調整」を最初からやり直しても失敗するときは、
当社コールセンターまでご連絡ください。

 " P.49  " レーザーポインターの位置を調整する "

ドライバーを個別にインストールしたい

本機では、LD Driver とソフトウェアをまとめてインストールできます。まとめてインストールする方法は、
セットアップガイドを参照してください。

手順

A 「コンピューターの管理者」（または「Administrators」）のアカウントで Windows にログオンする。

B DGSHAPE Software Package の CD を、コンピューターの CD-ROM ドライブに挿入する。

自動再生画面が表示された場合は、［menu.exe の実行］ をクリックしてください。［ユーザーアカウン
ト制御］ 画面が表示されたら、 ［許可］ または ［はい］ をクリックしてください。しばらくすると、イン
ストールメニューが表示されます。

C すでに LD Driver をインストールしている場合は、アンインストールする。

 " P.97  " ドライバーをアンインストールしたい "

インストールしていない場合、またはアンインストールしてある場合は、手順Dに進んでください。

D 「個別にインストール」をクリックする。

こんなときは
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E LD Driver の「インストール」をクリックする。

F 「インストール」、機種名「DGSHAPE LD-300」、ポート「USB」を選択し、「開始」をクリックする。

LD Driver のインストールを開始します。画面の説明にしたがって進めてください。
インストール中に次の画面が表示されたら、「インストール」をクリックしてください。

G 図の画面が表示されたら「完了」をクリックする。

こんなときは
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H インストールメニュー画面の  をクリックする。

I CD を CD-ROM ドライブから取り出す。

J 本機とコンピューターを USB ケーブルで接続する。

USB ケーブルは付属のものを使用してください。USB ハブは使用しないでください。

LD Driver が自動的にインストールされます。

ソフトウェアと電子マニュアルを個別にインストールしたい

手順

A 「コンピューターの管理者」（または「Administrators」）のアカウントで Windows にログオンする。

B DGSHAPE Software Package の CD を、コンピューターの CD-ROM ドライブに挿入する。

自動再生画面が表示された場合は、［menu.exe の実行］をクリックしてください。［ユーザーアカウ
ント制御］ 画面が表示されたら、 ［許可］ または ［はい］ をクリックしてください。しばらくすると、イ
ンストールメニューが表示されます。

C 「個別にインストール」をクリックする。

こんなときは
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D インストールしたいソフトウェアまたは電子マニュアルの「インストール」をクリックする。

LD Driver のインストールについては、P.91  " ドライバーを個別にインストールしたい " を参照してください。

E 画面の指示にしたがって、インストールを進める。

［ユーザアカウント制御］画面が表示されたら、［許可］ または ［はい］をクリックし、インストールを
進めてください。

F インストールが完了したら、インストールメニュー画面の  をクリックする。

G CD を CD-ROM ドライブから取り出す。

ドライバーをインストールできない

インストールが途中で中断してしまったときや、USB ケーブルを接続してもウィザードが表示されないと
きは、LD Driver をインストールできていない可能性があります。そのような場合は、以下の手順にしたがっ
てください。（手順 A で解決しない場合は、手順 B を行ってください。）

Windows.10、8.1（手順 A）

手順

A 機器とコンピューター間を USB ケーブルで接続して、機器の電源をオンにします。

B ［ デスクトップ］ をクリックします。

C 以下の手順にしたがって、［ デバイスとプリンター（の表示）］ をクリックします。

Windows 10 の場合

1 ［ スタート］ メニューをクリックします。

2 ［ Windows システムツール］ -［ コントロールパネル］ をクリックします。

3 ［デバイスとプリンターの表示］ をクリックします。

こんなときは
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Windows 8.1 の場合

1 ［ スタート］ ボタンを右クリックして、［ コントロールパネル］ をクリックします。

2 ［ デバイスとプリンター］ をクリックします。

D 「未指定」欄にお使いの機種が表示されていることを確認します。

E お使いの機種のアイコンをマウスの右ボタンでクリックし、［ デバイスの削除］ をクリックします。

F 「このデバイスを削除しますか？」というメッセージが表示されたら、［はい］をクリックします。

G お使いの機種のアイコンが、「未指定」欄から無くなっていることを確認します。

H 機器とコンピューター間の USB ケーブルをいったん外してから、接続しなおします。お使いの
機器のプリンターアイコンが「プリンター」欄に表示されれば Windows ドライバーは正しくイ
ンストールできています。

I この方法で問題が解決できなかった場合は、次の「Windows 10、8.1（手順 B）」を行ってください。

Windows.10、8.1（手順 B）

手順

A 機器とコンピューター間を USB ケーブルで接続して、機器の電源をオンにします。

B ［ 新しいハードウェアの検出］ が表示されていたら、［ 閉じる］ をクリックして閉じます。本機以
外のプリンターの USB ケーブルを抜いておきます。

C ［ デスクトップ］ をクリックします。

D ［ スタート］ ボタンを右クリックして、［ デバイスマネージャー］ をクリックします。

E ［ ユーザーアカウント制御］ 画面が表示されたら、［ 続行］ をクリックします。［ デバイスマネー
ジャー］ が表示されます。

F ［ 表示］ メニューから［ 非表示のデバイスの表示］ をクリックします。

G リストで［ プリンター］ もしくは［ ほかのデバイス］ を探し、それをダブルクリックします。そ
の下に表示されたお使いの機種名または［ 不明なデバイス］ をクリックして選択します。

H ［ 操作］ メニューから［ 削除］ または［デバイスのアンインストール］ をクリックします。

I 「デバイスのアンインストールの確認」画面で［OK］ 、または「デバイスのアンインストール」
画面で、[ アンインストール ] をクリックします。［ デバイスマネージャー］ を閉じます。

J コンピューターから USB ケーブルを外し、Windows を再起動します。

K Windows ドライバーをアンインストールします。P.97  "Windows 10、8.1" の手順 3 以降に従って
アンインストールしてください。

L 「 セットアップガイド」（「ソフトウェア類をインストールする」）または、P.91  " ドライバーを個別

にインストールしたい " の手順に従って、最初からインストールをやりなおします。
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Windows.7（手順 A）

手順

A 機器とコンピューター間を USB ケーブルで接続して、機器の電源をオンにします。

B ［ スタート］ メニューをクリックし、［ デバイスとプリンター］ をクリックします。

C 「 未指定」欄にお使いの機種が表示されていることを確認します。

D お使いの機種のアイコンをマウスの右ボタンでクリックし、［ トラブルシューティング］ をクリッ
クします。

E 「このデバイスのドライバーをインストール」というメッセージの画面が表示されたら、「この修
正を適用します」をクリックします。

F 『プリンター（機種名）を通常使うプリンターにする』かどうかを聞かれたら、「この修正をスキッ
プします」をクリックします。

G 『トラブルシューティングが完了しました』というメッセージ表示されたら、「トラブルシューティ
ングツールを終了する」をクリックします。

お使いの機器のプリンターアイコンが「プリンター」欄に表示されれば Windows ドライバーは正しくイ
ンストールできています。この方法で問題が解決できなかった場合は、次の「Windows 7（手順 B）」を行っ
てください。

Windows.7（手順 B）

手順

A ［ 新しいハードウェアの検出］ が表示されていたら、［ 閉じる］ をクリックして閉じます。

B ［ スタート］ メニューをクリックし、［ コンピューター］ をマウスの右ボタンでクリックします。［ 
プロパティ］ をクリックします。

C ［ デバイスマネージャー］ をクリックします。［ ユーザーアカウント制御］ 画面が表示されますの
で、［ 続行］ をクリックします。［ デバイスマネージャー］ が表示されます。

D ［ 表示］ メニューから［ 非表示のデバイスの表示］ をクリックします。

E リストから、［ ほかのデバイス］ を探し、それをダブルクリックします。その下に表示されたお
使いの機種名または［不明なデバイス］ をクリックして選択します。

F ［ 操作］ メニューから［ 削除］ をクリックします。

G 「デバイスのアンインストールの確認」画面で「このデバイスのドライバーソフトウェアを削除
する」を選択し、［OK］をクリックします。［ デバイスマネージャー］ を閉じます。

H コンピューターから USB ケーブルを外し、Windows を再起動します。

I Windows ドライバーをアンインストールします。P.98  "Windows 7" の手順 3 以降に従ってアンイ
ンストールしてください。
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J 「セットアップガイド」（「ソフトウェア類をインストールする」）または、P.91  " ドライバーを個別

にインストールしたい " の手順に従って、最初からインストールをやりなおします。

ドライバーをアンインストールしたい

LD Driver をアンインストールするときは、次の手順で行ってください。

Windows.10、8.1

手順

※次の手順でアンインストールしない場合、再インストールできなくなる可能性があります。

A 機器の電源を切り、コンピューターと機器間の接続ケーブルを外します。

B 「コンピューターの管理者」のアカウントで Windows にログオンします。

C ［ デスクトップ］ をクリックします。

D 以下の手順にしたがって、[ コントロールパネル ] をクリックします。

Windows 10 の場合

1 ［ スタートメニュー］ をクリックします。

2 ［ Windows システムツール］ -［ コントロールパネル］ をクリックします。

Windows 8.1 の場合

1 ［ スタート］ ボタンを右クリックして、［ コントロールパネル］ をクリックします。

E ［ プログラムのアンインストール］ をクリックします。

F 削除する機器の Windows ドライバーをクリックして選択し、［ アンインストール］ をクリック
します。［ ユーザーアカウント制御］ が表示された場合、［ 許可 ］ または ［ はい ］ をクリックします。

G 削除確認のメッセージが表示されますので、［ はい］ をクリックします。

H ［ スタート］ を右クリック - ［ デスクトップ］ をクリックします。

I エクスプローラーを起動し、Windows ドライバーの入ったドライブとフォルダーを開きます。（※ 
注釈）

J 「SETUP64.EXE」(64 ビット版）、または「SETUP.EXE」（32 ビット版）をダブルクリックします。

K ［ ユーザーアカウント制御］ が表示されたら、［ 許可］ または ［ はい ］ をクリックします。
Windows ドライバーのインストーラープログラムが起動します。

L ［ アンインストール］ をクリックします。削除する機器を選択して、［ 開始］ をクリックします。

M コンピューターの再起動が必要な場合は再起動を求める画面が表示されますので、［ はい］ をク
リックします。

N コンピューターが再起動したあと、再びコントロールパネルを表示し［ デバイスとプリンター
の表示］ または、［デバイスとプリンター］ をクリックします。
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O 削除する機器のアイコンがある場合は、そのアイコンを右クリックし、［ デバイスの削除］ をク
リックします。
（※注釈）

CD を使うときは、次のフォルダーを指定します。(CD ドライブが D ドライブの場合 )
D:¥Drivers¥WINX64 (64 ビット版 )
D:¥Drivers¥WINX86 (32 ビット版 )
DGSHAPE Software Package CD を使わない場合は、削除する機器の Windows ドライバーを当社サイ
ト (https://www.dgshape.com/) からダウンロードし、解凍先のフォルダーを指定します。

Windows.7

手順

※次の手順でアンインストールしない場合、再インストールできなくなる可能性があります。

A アンインストール作業をする前に、コンピューターから USB ケーブルを抜いておきます。

B 「コンピューターの管理者」のアカウントで Windows にログオンします。

C ［ スタート］ メニューから［ コントロールパネル］ をクリックします。［ プログラムのアンイン
ストール］ または、［プログラムと機能］をクリックします。

D 削除する機器の Windows ドライバーをクリックして選択し、［ アンインストール］ をクリック
します。

E 削除確認のメッセージが表示されますので、［ はい］ をクリックします。

F ［ スタート］-［ すべてのプログラム］-［ アクセサリ］-［ ファイル名を指定して実行］ を選択して、
［ 参照］ をクリックします。

G Windows ドライバーの入ったドライブ名またはフォルダー名を選択します。（※ 注釈）

H 「SETUP64.EXE」(64 ビット版）、または「SETUP.EXE」（32 ビット版）を選択して［開く］をクリッ
クしたあと、［OK］をクリックします。

I ［ ユーザーアカウント制御］ が表示されますので、［ 許可］ をクリックします。

J Windows ドライバーのインストーラープログラムが起動します。

K ［ アンインストール］ をクリックして選びます。削除する機器を選択して、［ 開始］ をクリックし
ます。

L コンピューターの再起動が必要な場合は再起動を求める画面が表示されますので、［ はい］ をク
リックします。

M コンピューターの再起動が終了するとアンインストール終了です。

( ※注釈）
CD を使うときは、次のフォルダーを指定します。(CD ドライブが D ドライブの場合 )
D:¥Drivers¥WINX64 (64 ビット版 )
D:¥Drivers¥WINX86 (32 ビット版 )
DGSHAPE Software Package CD を使わない場合は、削除する機器の Windows ドライバーを当社サイ
ト (https://www.dgshape.com/) からダウンロードし、解凍先のフォルダーを指定します。

こんなときは
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移送するときは

ご注意

移送するときは、必ず以下の取り外しと取り付けを行ってください。そのまま移送すると、本機が破損す
ることがあります。

レールに触れないよう作業すること

むやみに触れるとグリースがとれてレールがさびてしまいます。

レール

Step.1：材料固定具を本機から取り外す

手順

A 電源がオフになっていることを確認する。

B 電源コード等のケーブル類をすべて抜く。

C ベーステーブル以外の材料固定具をすべて取り外す。
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Step.2：固定具を本機に取り付ける

手順

A 本機の背面に保管していた固定具 A、B、C を取り外す。

固定具 B、C

固定具 A

B ヘッドをゆっくりと一番奥の中央へ移動する。

C 固定具 B、C を取り付ける。

六角レンチ（大）

固定具B

六角レンチ（大）

固定具C

D ヘッドをゆっくりと左へ移動する。

勢いよく動かさないように注意してください。

ヘッド

移送するときは
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E ロックレバーを  にセットする。

F ヘッドを上に持ち上げながら、固定具 A を取り付ける。

固定具 A をレバーの下から押しあてるように固定します。固定後、ヘッドが上下に動かないことを確
認してください。

固定具 A

六角レンチ（大）

図の位置を持ち上げる

G 本機のカバーを閉じる。

H 梱包箱に梱包する。

本機を移動するときは、必ず底を両手で支えてください。それ以外の場所を持って移動すると破損す
ることがあります。

移送するときは
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ワークエリア

ベーステーブル

単位：mm

363

267

かさ上げテーブル

単位：mm

320

240

本体仕様
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材料固定枠

単位：mm

281

213

本体仕様
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印刷領域

最大印刷領域

単位：mm

11.111.1
9.
5

9.
5

271

192

フィルムフレーム

かさ上げテーブル

ベーステーブル

レーザーの可動領域

単位：mm

305

230

かさ上げテーブル

ベーステーブル

本体仕様
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レーザーポインター照射範囲

単位：mm

265

230

ベーステーブル

定格電源およびシリアル番号の表示位置

背面

ACアダプター

定格電源表示
ここに書かれた電圧、周波数、容量を満たす電源
をお使いください。

シリアル番号
保守サービスやサポートをお受けになるときに
必要となります。ラベルははがさないでください。

定格電源表示
ここに書かれた電圧、周波数、容量を満たす電
源をお使いください。

本体仕様
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